
授業計画

国際オートメカニック科

時 期 1年後期 単元 実習 教科名

総時限 30時限　(48時間)
単位数 1単位

1．実務経験のある教員による授業科目 該当 非該当

６．学修時間と単位
1単位の修得に必要となる学修時間の目安は、30〜45時間の授業、および15〜0時間の授業時間外学修（予習・復習・レ
ポートなど）15〜0時間である。

1.時間内決められた点検項目を正しく点検し、良否の判定ができる
2.定期点検記録簿の記入を、正しくできる

4．学習評価（期末試験での主な試験項目）

３．授業の到達目標（この授業を学ぶことで学⽣は何を理解し何が出来るようになるのか）

定期点検

科 目
⾃動⾞整備作業・
測定作業・⾃動⾞

検査作業 教科書等
持参品

定期点検作業要領書（⽇産⾃動⾞） 発⾏⽇ 2026年3⽉19⽇

2026年度

教科担当 教科担当

⾃動⾞整備⼠として、⾃動⾞の定期点検の経験がある教員により定期点検基準に則った指導をする。

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）
12ヶ⽉点検項目作業及び⽇常点検項目を指定された時間で点検する。
定期点検記録簿の記入ができる。

5．準備学習

実技試験（70点）、スピーチ（8点）レポート（9点）、ルーブリック（13点）の評価合計点が60点以上で教科履修とする。



授業計画

国際オートメカニック科

時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量
1 ■導入　法定点検概要　点検整備記録簿記入のルール c26 セレナ 6
2 ■点検整備記録簿記入のルール　／部品検索(EPC取り扱い) ADバン 6
3 ■点検作業手順　エンジンルーム
4 ■⾞両1　点検作業　エンジンルーム 定期点検作業要領書
5 ■⾞両2　点検作業　エンジンルーム インパクトレンチ 12
6 ■点検作業手順　足廻り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 インパクト用ソケット（21mm） 12
7 ■⾞両1　点検作業　足廻り
8 ■⾞両2　点検作業　足廻り インパクト用ソケット（30ｍｍ） 12
9 ■⾞両1　作業習熟（エンジンルーム　足廻り　レポート作成) エアホース 12
10 ■⾞両2　作業習熟（エンジンルーム　足廻り　レポート作成) ハブキャッププライヤ 12
11 ■⾞両1・2　作業習熟（エンジンルーム　足廻り　レポート作成) ハブキャップ取り付け用ドリフト 12
12 ■点検作業手順　下廻り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 エアゲージ 12
13 ■⾞両1　点検作業　下廻り スケール（150ｍｍ） 12
14 ■⾞両2　点検作業　下廻り スケール（300ｍｍ） 12
15 ■点検作業手順　室内　　　　　　　　　  　　　　 ラジエータキャップテスタ 12
16 ■⾞両1　点検作業　室内 音波式ベルトテンションメータ 12
17 ■⾞両2　点検作業　室内 トルクレンチ 12
18 ■⾞両1　作業習熟（下廻り　室内　レポート作成) タイミングライト 12
19 ■⾞両2　作業習熟（下廻り　室内　レポート作成)
20 ■★1⾞両1・2　総合習熟　／ 　⾃動⾞検査作業
21 ■★2⾞両1・2　総合習熟　／ 　⾃動⾞検査作業
22 ■★3⾞両1・2　総合習熟　／ 　⾃動⾞検査作業
23 ■★4⾞両1・2　総合習熟　／ 　⾃動⾞検査作業
24 ■★5⾞両1・2　総合習熟　／ 　⾃動⾞検査作業
25 ■★6⾞両1・2　総合習熟　／ 　⾃動⾞検査作業
26 ■教材確認　修復作業
27 ■実技評価　／　レポート作成 
28 ■実技評価　／　レポート作成 
29 ■実技評価　／　レポート作成 
30 ■実技評価　／　レポート作成 
31 ■実技評価
32
33

※上記は予定であり、授業の内容・品質を⾒て調整することがあります。

 ７．授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

1年後期 実習 定期点検

2026年度



■︓対⾯授業　★1〜6︓授業内容が「⾃動⾞検査作業」の内容であることを⽰す


